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令和６年度 まちづくり助成活動実績報告書 ⽬次 

コース 団体名 活動テーマ ペ
ー
ジ 

す
て
っ
ぷ 

community plus 

杉並区内の⼦連れで利⽤しやすい飲⾷店情報やイベントの紹介など、

杉並区内の⼦育て世帯がもっと⼦育てを楽しめるように応援する地域

密着型インスタグラム「すぎまぱ」の運営。 

善福寺川緑地・和⽥堀公園への地域コミュニティ拠点建設の機運の醸

成に向けた利⽤者アンケートの実施および地元の多世代・他団体と連

携したイベントの企画運営。 

１ 

すぎなみ発⾒クラブ 杉並区で健康に楽しく暮らすための啓蒙活動 13 

軒先から、こんにちは実⾏委員会 

住⺠参加型イベント「軒先から、こんにちは ナリタヒガシ」の開催。 

上記イベント開催に向けた住⺠参加型の「寄り合い」の開催。 

住⺠が地域コミュニティへ⾃発的に参加する⾵⼟の醸成。 

近隣に住む⼈達との緩やかなつながりが⽣まれることで、地域の防

犯・防災⾯に寄与。 

⾃分たちの住むまちの魅⼒を再発⾒し、住⺠の街への愛着を深める。 

31 

いぐさの⾚い椅⼦ ⾚い椅⼦活動を多世代へ展開  認知向上イベント企画 41 

び
ぎ
な
ー 

つながろう梅⾥堀ノ内の会 

学⽣さんや地域の⽅など多世代の⼈がつながりを持ち、「もっと楽しく

より健康的に」をテーマに居⼼地の良い居場所づくりを⽬指す。 

2 か⽉に 1 回、メンバーで集まり、地域懇談会を開催。 

地域での季節のイベントやスマホ相談会など企画を⽴て開催。 

47 

IKAMO 応援隊 地域の⼈々の交流と住⺠同⼠の顔が⾒える地域づくり 59 

 
この冊⼦は「すてっぷコース（区に登録したまちづくり団体が⾏うまちづくりが対象）」「びぎなー

コース（区⺠等が新しく取組みを始めるまちづくりを対象）」の１年間の活動をまとめたものです。 

まちづくりを⾏っているみなさん、新しくまちづくりを始めようとするみなさんの参考にしていた

だければ幸いです。             

 

  令和７年３⽉  杉並区都市整備部管理課 

 
＜まちづくり助成制度＞  平成７年度から１１年度   杉並区まちづくり公社 

平成１２年度から２９年度  杉並区都市整備部まちづくり推進課 

平成３０年度から      杉並区都市整備部管理課                   



 

すてっぷコース 
 

 

区に登録したまちづくり団体が⾏うまちづくりが対象 
 

    「community plus」 

「すぎなみ発⾒クラブ」 

     「軒先から、こんにちは実⾏委員会」 

「いぐさの⾚い椅⼦」 

 

 



第７号様式（第 11 条関係） 

令和７年３月３１日 

杉並区長 宛

申請者 住所 

氏名 住吉 ひろみ

まちづくり助成活動実績報告書 

 令和６年６月２７日付で交付決定通知を受けたまちづくり助成金に係る 

活動の実績について、下記のとおり報告します。 

記 

団 体 名 community plus 

事  業  期  間 令和６年４月１日 ～ 令和７年３月３１日 

交付決定を受けた助成金の額 ７０，０００円 

活動に要した経費の額 ７５，００８円 

添付書類 

１ 会計報告 

（１）収支内訳書

（２）領収書

（３）その他

２ 事業報告
（１） 事業実績及び事業の成果

（２） 活動写真

（３）その他
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事業実績報告① 

団 体 名 community plus 

代 表 者 

・ 連 絡 先
(住所･Tel 等)

住吉 ひろみ

活 動 テ ー マ 

①杉並区内の子連れで利用しやすい飲食店情報やイベントの紹介

など、杉並区内の子育て世帯がもっと子育てを楽しめるように応援

する地域密着型インスタグラム「すぎまぱ」の運営

②善福寺川緑地・和田堀公園への地域コミュニティ拠点建設の機運

の醸成に向けた利用者アンケートの実施および地元の多世代・他団

体と連携したイベントの企画運営

活 動 記 録

   年  月 
令和６年４月１日～令和７年３月３１日の活動内容を記入してください。 

■令和６年５月 春らんまん祭

地元町会などの主導で今春、初開催された善福寺川緑地での春らんまん祭で善福寺川緑

地・和田堀公園の利用者アンケートを実施した

■令和６年６月 まちづくり助成金審査会

■令和６年７月

ケア２４成田、成二町会が主導する防災イベントの会議体に参加し、善福寺川緑地近隣

の町会、地域包括センター、民生委員、PTA などと意見交換を行った

■令和６年８月

杉並の子連れお出かけインスタグラム「すぎまぱ」の令和６年度ライターの募集をイン

スタグラム上で開始した

■令和６年 10 月 12 日 まちづくり助成金中間報告会

■令和６年 11 月 24 日（日）

和田堀公園・善福寺川緑地を管理する善福寺川緑地サービスセンターの協力のもと、和

田堀公園で地域連携防災訓練を初開催した

■令和６年 12 月６日（金）

杉並区まちづくり助成金を受けている団体「IKAMO 応援隊」と共同でクリスマスふれ

あいコンサートを初開催した

■参考（助成金対象外）

令和６年４月 13 日（土）、４月 19 日（金）、５月 19 日（日）、10 月６日（日）、10 月

21 日（月）、11 月 11 日（月）に和田堀公園で「子育てきずなサロンすぎまぱ青空マル

シェ」を開催した
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事業実績報告② 団体名 community plus

事 業 の成 果

・杉並の子連れおでかけ情報インスタグラム「すぎまぱ」で令和６年度のライターを募

集し、13 人が集まった。区内の子連れで利用しやすい飲食店を実際に子連れで利用し

て取材、投稿作成をお願いし、１月末時点で８記事、投稿でき、年度末に向け、さらに

投稿を予定している。取材にかかる費用を助成金から撮影サンプル代として活用させて

いただいている。投稿数の増加がフォロワーの増加につながり、フォロワー数は１月末

時点で１６９５人に達した。杉並区内のママ、パパに告知できる媒体は少なく、有料で

の告知依頼も増えてきている。また、ライターの顔合わせランチ会も開催し、運営に興

味を持ってくれる方も出てきてくれている。（別添１：投稿画像のサンプル）

・東京都公園協会善福寺川緑地サービスセンターと打ち合わせを行い、11 月 24 日にか

まどベンチやマンホールトイレを使用した地域連携防災訓練を共同で初実施した。助成

金を活用し、杉並区のまちづくり団体「あさっこ会」を講師に招き、防災士による親子

防災相談会や非常食の試作も行えた。当日、会場に掲示するため、団体の旗も作成した。

当日は親子約 20 人が参加。小さい子ども連れでの防災訓練を初めて実施するというこ

とで不安もあったが、当日は子どもたちが一緒に協力して井戸水を汲んだり、自主的に

学んだことを絵日記にまとめる小学生もいたりと、想定以上にママ、パパたちだけでな

く、子どもたちも主体的に参加できる防災訓練にすることができた。また、「子どもと

避難する時はベビーカー？抱っこひも？」など小さい子どもがいる家庭ならではの疑問

を防災士に聞き、不安を解消することができた。学んだ内容は、ママ、パパの防災に関

心を持ってもらうきっかけにしようと、すぎまぱのインスタグラムでも紹介した。また、

開催準備での打ち合わせ等を通して、同センターとの関係を深めることができた。（別

添２：防災訓練の投稿画像抜粋）

・まちづくり助成金の中間報告会で、コンサートで地域交流活動を行っている「IKAMO
応援隊」が演奏場所を探しているという話を聞き、生の音楽演奏に触れ合える機会が少

ない小さい子どもたち、ママ、パパのために、保育園の地域向けカフェスペースでクリ

スマスふれあいコンサートを初企画した。９組 18 人が参加し、ハープや笛、ハンドベ

ルの生演奏を楽しみ、楽器を触る体験もできた。１回、インスタグラムで告知しただけ

で定員まで申し込みがあり、親子のニーズの高さを感じた。また、シニア世代が中心の

IKAMO 応援隊との初企画により、団体の課題である多世代交流の機会にもなった。 
（別添３：クリスマスコンサートの告知画像と開催報告画像の抜粋）

・春らんまん祭や IKAMO 応援隊とのクリスマスコンサート、成田東エリアのイベント

「軒先からこんにちは」などのイベントで、善福寺川緑地・和田堀公園の利用者アンケ

ートやインスタグラムすぎまぱのPRチラシを配布した。印刷費用に助成金を活用した。

（別添４：アンケート PR チラシとインスタグラム PR チラシ） 
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事業実績報告③ 団体名 community plus

今 後 の活 動 の予 定 と抱 負

まちづくり助成金が今年度で最終年度となる。まちづくり助成金のおかげで活動の幅

が広がり、杉並区内のママ、パパの間での認知度を高めることができるとともに、様々

な協力団体と出会うことができた。ここまで急速に広がったのはインスタグラムの力が

大きいものの、投稿作成には多くの時間、費用がかかるため、完全なボランティアでは

継続性に限界を感じている。これまでまちづくり助成金から捻出していた撮影サンプル

代にかわる原資を確保し続けられるかどうかが、大きな課題になる。インスタグラム自

体はとても好評で、ニーズを強く感じているので、より中身を充実させられるよう、取

り組んでいきたい。（令和７年度のコープみらい・くさりと地域づくり助成に応募して

おり、審査結果待ち）

また、小さい子がいるママ、パパを中心に運営しているため、育休中に運営に参加し、

仕事復帰すると運営に関わる時間があまり確保できなくなるメンバーが多く、安定的に

活動を継続、発展させるためには、運営メンバーも多世代化していく必要があると感じ

ている。イベントの共同実施や出展など、色々な声がけをいただくものの、マンパワー

が足りず、やりたいことをやりきれていないため、今後、運営メンバーを増やしていけ

るよう、積極的な声かけをしていきたい。

まちづくり助成金は終了するものの、今後も杉並区のまちづくりコンサルタント派遣

事業を活用しながら、善福寺川緑地での多世代交流拠点の実現に向けて、引き続き、地

域の関係団体とも連携を深め、アンケート結果をまとめ、行政への提案もできるよう、

さらに活動を進展させていきたい。
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収 ⽀ 内 訳 書 団体名  community plus

【収⼊】 

費  目 金  額 備  考 

コンサート参加費 １，８００円 ２００円×９人 

まちづくり助成金 ７０，０００円 

その他 ４，０００円 協賛金 

合  計 ７５，８００円 

【⽀出】※（１）～（３）は必ず領収書を添付してください。

費 用     内 容     金 額     合計金額 

（１） 

学習活動費 

講師謝礼、 

学習会資料作成費、 

会場使用料など 

防災訓練 講師謝礼 ５，０００円 ５，０００円 

（２） 

広報活動費 

パンフレットや 

ニュース、報告書等

の作成費など

チラシ・名刺印刷費 １２，２０７円 １２，２０７円 

（３） 

事務運営 

・事業実施費

団体運営や事業実施に

必要な消耗品や備品の

購入費、郵送料など 

撮影サンプル代 

団体の旗の制作費 

５４，００７円 

２，３３０円 

５６，３３７円 

（４） 

その他 

※助成対象外経費

クリスマスコンサートお菓子代 １，４６４円 １，４６４円 

  合 計     ７５，００８円 

（１）学習活動費 ： 講師謝礼、学習会資料作成費、会場使用料など

（２）広報活動費 ： パンフレットやニュース、報告書等の作成費など

（３）事務運営 ： 団体運営や事業実施に必要な消耗品や備品の購入費、郵送料など 

・事業実施費

（４）その他 ： その他の支出（１）～（３）以外のもの 

※助成対象外経費
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別添１ 公募ライターによる投稿画像サンプル
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別添２：防災訓練の報告投稿の抜粋

7



別添２−２：防災訓練の報告投稿の抜粋
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別添３：クリスマスコンサートの告知画像と開催報告画像の抜粋
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第７号様式（第 11 条関係） 

令和  ７年  ３月  ３１日

杉並区長 宛

申請者 住所  

氏名 千ヶ﨑 恵美子   

まちづくり助成活動実績報告書 

 令和６年６月２７日付で交付決定通知を受けたまちづくり助成金に係る 

活動の実績について、下記のとおり報告します。 

記 

団 体 名 すぎなみ発見クラブ 

事  業  期  間 令和 6 年４月１日 ～ 令和 7 年３月３１日 

交付決定を受けた助成金の額 70,000 円 

活動に要した経費の額 105,303円 

添付書類 

１ 会計報告 

（１）収支内訳書

（２）領収書

（３）その他

２ 事業報告
（１） 事業実績及び事業の成果

（２） 活動写真

（３） その他
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事業実績報告① 

団 体 名 すぎなみ発見クラブ 

代 表 者 

・ 連 絡 先
(住所･Tel 等)

千ヶ﨑恵美子 

活 動 テ ー マ 杉並区で健康に楽しく暮らすための啓蒙活動 

活 動 記 録 

   年  月 
令和６年４月１日～令和７年３月３１日の活動内容を記入してください。 

４月：米粉のシフォンと米粉パン教室開催 

八王子の農家で脱穀作業ボランティア実施 

５月：お米で作るナンとスパイスで作るカレー教室開催 

健康食ランチ試食会の開催 

縄文ウォーキング下見（井草エリア） 

６月：お米で作るナンとスパイスで作るカレー教室開催 

八王子の農家で田植えボランティア実施 

すぎなみ発見クラブ通信の特集記事「ぐるめくにひろ」取材 

７月：すぎなみ発見クラブ通信 Vol.3 発行 

お米で作るナンとスパイスで作るカレー教室開催 

８月：縄文勉強会及び映画上映会の準備 

９月：勉強会「驚きの縄文文明」開催 

映画自主上映会「いただきます〜みそをつくるこどもたち〜」開催 

山梨県の農家で稲刈りボランティア 

お米で作るナンとスパイスで作るカレー教室開催 

1 月：健康食・オーガニックマップ（レストラン・カフェ編）発行 

米粉と野菜のケーク・サレ教室開催 

2 月：手前味噌作り体験教室開催 

米粉と野菜のケーク・サレ教室開催 

3 月：すぎなみ発見クラブ通信 Vol.4 発行 
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事業実績報告② 団体名 すぎなみ発⾒クラブ

事 業 の成 果

今年度は、縄文勉強会、映画上映会や、新企画として味噌作り体験など、新たな取り組

みにチャレンジすることができました。今年度の主な活動は以下の通りです。 

すぎなみ発見クラブ通信の発行 

今年度も、杉並区内の健康志向のお店の紹介や、健康情報、杉並や日本の文化について

の有用な情報を発信することができました。特に、Vol.3 で紹介した「ぐるめくにひろ」

さんのような、世界に誇れる素晴らしいお店が杉並区にあることを知ることが出来て、

更に杉並区の事を知り、区民の皆さんに広めたいという思いを強くしました。 

健康食・オーガニックマップ「レストラン・カフェ編」の発行 

昨年度の「お店編」に引き続き、今年度は「レストラン・カフェ編」を制作しました。

健康志向の区民が外食するときにも、健康に配慮したお店を選べるように、今後はこれ

らのマップの普及に努めたいと思います。 

健康料理教室の開催 

今年度は「米粉のシフォンと米粉パン教室」「お米で作るナンとスパイスで作るカレー

教室」「米粉と野菜のケーク・サレ教室」と言う３種類の教室を開催しました。毎回、

メンバーが厳選した調味料や健康食材、食や健康に関する豆知識などもご紹介し、単な

る料理教室以上の学びが得られると好評です。 

映画上映会の開催 

「いただきます〜みそをつくるこどもたち」をセシオン杉並で上映することが出来まし

た。子連れママも参加できるように、会場の後部にキッズプレイエリアを設けて、メン

バーがお子さんの相手をしましたので、混乱もなく開催できました。映画を観た方の多

くが涙ぐんで感動しておられましたので、思い切って実施して良かったです。 

教育・文化に関する勉強会の開催 

通信で連載している「驚きの縄文文明」の勉強会を開催しました。予想以上の人数が集

まり、かつ大変ご好評をいただき、縄文文明への関心の高さを実感しました。日本に生

まれたことを誇りに思うという感想も多く、想いが伝わって良かったです。 

味噌作り体験会の開催 

食糧危機が懸念されている昨今、自分で味噌を作れるようになる事の意義を感じ、杉並

を飛び出して埼玉の農家さんでの味噌作り体験を企画しました。こちらも大変好評でし

たので、今回学んだノウハウを生かして、次は杉並区内で実施したいと思います。 
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事業実績報告③ 団体名 すぎなみ発⾒クラブ

今 後 の活 動 の予 定 と抱 負 

すぎなみ発見クラブ通信の発行 

来年度も引き続き、杉並区内で区民の健康を守ってくれるお店をご紹介したり、健康に

関する豆知識や、杉並・日本の文化に関する情報などを発信して行きたいと思います。 

健康料理教室の開催 

少人数の開催ということで、皆さんとざっくばらんに雑談や食と健康に関するお悩み相

談などが出来て、とても有意義な活動になっていますので、今後もより多くの方にご参

加いただけるよう、継続して実施して参ります。 

映画上映会の開催 

今年度の映画上映会が大変ご好評をいただいたので、来年度も開催できればと思ってい

ます。ただ、多くの映画の上映費が高額なので、集客については課題が残っています。

開催できるよう模索して参りたいと思います。 

教育・文化に関する勉強会の開催 

今年度実施した縄文の勉強会が好評で、次も参加したいというお声もいただきましたの

で、第２弾を開催できるように知識を深めていきたいと思います。 

味噌作り体験イベントの開催 

今後食糧難が来たときも、日本人は玄米と味噌さえあれば、何とか生きていけると言わ

れています。自分で味噌が作れるようになる事は、今の私たちに必須の知識になるかも

知れません。今年農家さんに教えていただいたノウハウを生かし、杉並区内で体験イベ

ントを開催できればと考えています。

ボランティア活動の実施 

メンバーからの提案で、秋に区内の「柿取りボランティア」を実施したいと考えていま

す。高齢のため庭の柿の収穫が出来ず、柿の実がそのまま放置されてしまっているお宅

が散見されます。そうした柿を代わりに収穫し、干し柿や柿酢などに役立てることが出

来ればと構想中です。 

これからも、区民の心と身体の健康寿命の向上という当クラブの目的のため、様々なア

イデアを考え活動して参ります。 
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収 ⽀ 内 訳 書 団体名 すぎなみ発⾒クラブ

【収⼊】 

費  目 金  額 備  考 

会  費 ７，０００円 

まちづくり助成金 7０，０００円 

その他（概算） ２８，４００円 映画上映会会費 

合 計 １０５，４００円 

【支出】※（１）～（３）は必ず領収書を添付してください。 

費 用     内 容     金 額     合計金額 

（１） 

学習活動費 

講師謝礼、 

学習会資料作成費、 

会場使用料など

縄文勉強会チラシ印刷費 

同施設利用料 

同機材利用料 

同施設駐車料金 

映画上映会チラシ印刷費 

同インスタグラム広告費 

同キッズ用プレイマット代 

同コピー代 

映画上映費用 

同施設利用料 

同施設駐車料金 

1,050 円 

2,100 円 

100 円 

2,300 円 

1,070 円 

3,000 円 

1,003 円 

500 円 

30,000 円 

3,500 円 

1,300 円 45,923 円 

（２） 

広報活動費 

パンフレットや 

ニュース、報告書等

の作成費など

健康食・オーガニックマップ 

印刷代 

すぎなみ発見クラブ通信 Vol.3 

印刷代 

すぎなみ発見クラブ通信 Vol.4 

印刷代 

11,630 円 

23,620 円 

24,130 円 59,380 円 

（３） 

事務運営 

・事業実施費

団体運営や事業実施に必

要な消耗品や備品の購入

費、郵送料など

（４） 

その他 
※助成対象外経費 

  合 計     105,303 円 

（１）学習活動費 ： 講師謝礼、学習会資料作成費、会場使用料など

（２）広報活動費 ： パンフレットやニュース、報告書等の作成費など

（３）事務運営 ： 団体運営や事業実施に必要な消耗品や備品の購入費、郵送料など 

・事業実施費

（４）その他 ： その他の支出（１）～（３）以外のもの 
※助成対象外経費
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第７号様式（第11条関係） 

令和７年３月３１日

　杉並区長　宛　

申請者　住所　

氏名　山田　杏子　　

まちづくり助成活動実績報告書

　令和６年６月２７日付で交付決定通知を受けたまちづくり助成金に係る
活動の実績について、下記のとおり報告します。

記 

団体名 　軒先から、こんにちは実行委員会 

事　業　期　間 令和６年４月１日　～　令和７年３月３１日 

交付決定を受けた助成金の額 ７０,０００円 

活動に要した経費の額 ７０,１４６円 

添付書類 
　１　会計報告 
（１）収支内訳書
（２）領収書
（３）その他

　２　事業報告 
（１）事業実績及び事業の成果
（２）活動写真
（３）その他
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事業実績報告①

団体名 軒先から、こんにちは実行委員会 

代表者
・ 連絡先

(住所･Tel等)

山田　杏子

活動テーマ 

【開催内容】
1. 住民参加型イベント「軒先から、こんにちは ナリタヒガシ」の開催
2. 上記イベント開催に向けた住民参加型の「寄り合い」の開催

【開催目的】
1. 住民が地域コミュニティへ自発的に参加する風土の醸成
2. 近隣に住む人達との緩やかなつながりが生まれることで、地域の防犯・防
災面に寄与

3. 自分たちの住むまちの魅力を再発見し、住民の街への愛着を深める

活動記録
　年　月 令和６年４月１日～令和７年３月３１日の活動内容 

住民参加型イベント「軒先から、こんにちはナリタヒガシ2024」（10/6（日）11-16時）開催に向けて、イベ
ント準備と地域に関する話し合いを目的とした主催者及び参加者による「寄り合い」の中で以下の実
施をしてきた。

◎運営準備（下線が今回新規に取り組んだこと）
まちづくり団体登録、杉並区後援名義等使用承認申請、出展者の募集・確定、ノベルティ作成依
頼、のぼり旗・ミニフラッグ作成、スタンプラリー台紙作成、保健所手続き

◎広報活動（下線が今回新規に取り組んだこと）
チラシ・ポスターの作成・配布・貼りつけ、町内会（東一会・東二会・成三会）の掲示板や回覧板による
広報連携、区報（2024/9/15号）・区ウェブサイトのイベントカレンダー掲載・高円寺経済新聞ウェブサ
イトへの掲載（https://koenji.keizai.biz/headline/1616/）、出展者によるポスター掲示協力（杉並区立成
田図書館、自宅前等）

※参考：寄り合い（会合）開催実績
2024年
4/29(月祝)　寄り合い①「今年のイベント計画」
5/12(日) 　寄り合い②「成三、成二町会主催イベント「ふれあい祭り」視察」
7/ 7(日) 　寄り合い③「今年のイベント実施概要決定」
7/28(日) 寄り合い④「今年のイベント詳細検討」→8/ 1(木)出展者募集開始 
8/31(土) 　作業日：ポスターラミネート
9/ 4(水) ゲスト講演の事前相談（熊井晃史 氏：中高生向けのクリエイティブスクール「GAKU」事務
局長、ギャラリーとをが・主宰 ）
9/  8(日) 　寄り合い⑤「出展説明会」
9/29(日) 　寄り合い⑥「最終ミーティング・当日運営詳細」
10/6(日)　　「軒先から、こんにちは」開催日に合わせて

「寄り合い〜まちとひとを知る〜実行委員による開催ウラ話」を開催
2025年 
2/ 2(日) 　寄り合い⑦「振り返り会・打上げ懇親会」
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事業実績報告②　 団体名　軒先から、こんにちは実行委員会　

事業の成果（制作したチラシ等は別途添付いたします） 

◎杉並区の後援をいただいたことで、今回初めて以下の告知実施に繋がった。

・広報すぎなみ（2024/9/15号）及び区ウェブサイトのイベント情報での開催告知
・町内会（東一会、東二会、成三会）会長へ本イベントについてご説明する機会ができ、ご承諾いた

だいた町内会においては掲示板及び回覧板へのポスター掲示・チラシ挟み込み

・「杉並区のお知らせ」掲示板へのポスター掲出による、成田東エリア以外（阿佐ケ谷駅前等の区民

の目に止まりやすい場所）での開催告知

以上の実施から、

・出展者について：16組出展があり、うち新規2組については町内会の回覧板や地域の掲示板を見
た事による申し込みであった。(参考：2023年開催時は22組・過去最多)
プロ・セミプロとして活躍されている方に限らず、企画主旨である自宅の軒先で好きなこと、やってみ

たいことをご近所さんにお披露目しようという目的に共感した出展で、開催目的の１つである地域内

の緩やかなつながりづくりの機会になった。

・参加者について：想定通りの200名程度（例年並み）の来場を維持できた。

◎住民参加型イベント「軒先から、こんにちは ナリタヒガシ」実施概要
・10/6(日)「軒先から、こんにちは　ナリタヒガシ」vol.4を開催。天候は曇りがちであったが200人程度が
来場。

・まち歩きスタンプラリーでは13ヶ所の軒先をすべて周るともらえるノベルティを準備し、150人程が参
加し、75人程度が完遂した。ノベルティについてはvol.2以降出展者のyohaku labo(杉並区)へイベン
トロゴ入りのエコバッグ制作を依頼。今年は特に完遂率が高かった。

・出展者は16組（新規2組、過去参加経験あり14組）。成田東地域内に会社や店舗あり5組（杉並区立
成田図書館を含む）、その他杉並地域で店舗営業・ネット販売・イベント出展中心3組、個人8組。1軒
先に1-3組を集め、出展者が各軒先を運営。フリーマーケット、ワークショップ、物販、飲食店舗など多
様なジャンルとなり、スタンプをもらいながら出展者と来場者の交流が進んだ。
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事業実績報告②-2 団体名　軒先から、こんにちは実行委員会　

事業の成果 

・出展者紹介（SNS活用）

イベント当日はまちの魅力再発見につなが
るよう、各軒先に行きたくなるような出展紹介
をスタンプラリー台紙裏面に印刷する検討
をしていたが、データ準備に時間を要し、イベ
ント開催直前まで編集できるSNS（インスタグラ
ム)を昨年同様に活用した。出展者から好評
の声をいただいた。
フォロワーについても2024年の開催投稿を始
めた2024年8月〜10月の間で50人ほど増加。
2025年2月時点で305フォロワー。
https://www.instagram.com/nokisaki_kara_konn
ichiwa 

◎「寄り合い〜まちとひとを知る〜実行委員に

よる開催ウラ話」実施概要

・10/6(日)17:15-18:00　いんにっさん(成田東
4-29-7 株式会社水雅が運営)にて開催。参加
者は実行委員メンバー、当日の出展者に

加えイベント参加者(成田東在住)も１名参
加があり、次回出展見込みへつながった。進

行は実行委員による司会で進め、当日イベン

ト風景の写真を見ながら、各軒先でどのような

コトが起きていたかシェア。

その他、実行委員であり出展者でもある方独

自の"わらしべ長者企画（物々交換）”の成果
についても披露された。

※2024年は「ゲスト講師による、実行委員メン
バーの勉強の機会創出とともに寄り合いに
新たに参加してみたくなるようなきっかけづ
くり」を検討しており、熊井晃史氏（中高生向
けのクリエイティブスクール「GAKU」事務局
長、ギャラリーとをが・主宰 ）に事前相談をし
た。熊井氏は本イベントを始めるきっかけと
なったゼミ講師の１人であり、本企画の主旨を
理解していただいた上で、唐突に外部の人が
イベント後の寄り合いの場に混じることは効果
的でなく、当日は振り返りをしっかり行うべきと
アドバイスをいただいた。
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事業実績報告③　 団体名　軒先から、こんにちは実行委員会　

今後の活動の予定と抱負 

住民参加型イベント「軒先から、こんにちは ナリタヒガシ」及び「寄り合い」の継続

⑴イベント開催日として「10月第1日曜日」を継続。次回2025年10月5日(日)開催を目指して、早
めの告知による本活動の認知度向上と新たな出会いにつなげると共に、これまでのつながった

住民との関係継続の機会とする。

⑵新しい関わりしろとして、

①パフォーマンス出展、②当日運営スタッフ参加を検討する。

①一日出展ではない関わり方として、個人パフォーマンス出展枠の募集を検討する。2024年は
成田図書館で"あおぞらおはなし会"を開催。それを参考に、手品などちょっとした一芸や趣味を
お持ちの方が出展側になれる機会づくりを行う。

②来場の参加人数が増えてきたため、より一層安全面に配慮する。実行委員や出展者による声

かけ強化のほか、見守り隊として当日運営に関わってくださる方がいるか、発信をしていきたい。

◎総括

2020年、2022年、2023年、2024年と継続してきたことで、そろそろ開催だねという期待感のサイク
ルができ、今回は杉並区の後援をいただく申請にチャレンジすることで、各町内会長様とも顔を

合わせてお話ができた。今後も町内会へ情報共有やご協力をお願いしながら進めていきたい。

また、イベント当日は出展者がまちを回る様子もみられ、

・出展者間で自然に共通の趣味が見つかる

・イベント後に別な機会のお手伝いをされる

などの交流も見られた。

荻窪から来られた方はここは成田東というのね、と地名を認識していただく発言もあったという。

出展者が増えることはありがたいことなので、新しい参加者の方には企画主旨をきちんと説明

し、「自宅の軒先で好きなこと、やってみたいことをご近所さんにお披露目しよう」という軸がぶれ

ない範囲で新しいことにもチャレンジし、引き続き、以下の目的の実現につなげていきたい。

【開催目的】

１.住民が地域コミュニティへ自発的に参加する風土の醸成
２.近隣に住む人達との緩やかなつながりが生まれることで、地域の防犯・防災面に寄与
３.自分たちの住むまちの魅力を再発見し、住民の街への愛着を深める

以上
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収 支 内 訳 書　 団体名　軒先から、こんにちは実行委員会
【収入】

費　　目 金　　額 備　　考 

会　　費 0円 

まちづくり助成金 70,000円 

その他 146円 寄付 

合 　計 70,146円 

【支出】※（１）～（３）は必ず領収書を添付してください。

内訳 内容 金額 合計金額 

（１）
学習活動費 

寄り合い企画運営
・講師謝礼：事前MTのみ

0円 0円 

（２）
広報活動費 

住民参加型イベント【軒先から、こん
にちは】企画運営
・製本印刷費：
出展者配布ポスター
告知強化用チラシ
開催報告用チラシ
・消耗品費：
のぼり・三角旗・のぼり用ポール

7,757円 
2,116円 

25,410円 

35,283円 

（３）
事務運営
・事業実施費

住民参加型イベント【軒先から、こん
にちは】企画運営
・報償費：ノベルティ制作費
・保険料：ボランティア保険
・消耗品費：ラミネート用紙(A3)

ラミネート用紙(A4)
・製本印刷費：
スタンプラリー台紙
プリント等（町会・保健所等）

25,500円 
4,940円 

433円 
330円 

3,160円 
500円 

34,863円 

（４）
その他 

　合　計 70,146円 

（１）学習活動費　：　講師謝礼、学習会資料作成費、会場使用料など
（２）広報活動費　：　パンフレットやニュース、報告書等の作成費など
（３）事務運営　　：　団体運営や事業実施に必要な消耗品や備品の購入費、郵送料など

・事業実施費
（４）その他 　：　その他の支出（１）～（３）以外のもの
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ノベルティ（スタンプラリー完遂者へプレゼント・今回作成は布製エコバック）

フラッグ（イベント開催告知） 三角旗（出展箇所の目印）
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第７号様式（第 11 条関係） 

令和  ７年 ３月 ３１日 

杉並区長 宛

氏名 中川圭珣

まちづくり助成活動実績報告書 

 令和６年６月２７日付で交付決定通知を受けたまちづくり助成金に係る 

活動の実績について、下記のとおり報告します。 

記 

団 体 名 いぐさの赤い椅子 

事  業  期  間 令和６年４月１日 ～ 令和７年３月３１日 

交付決定を受けた助成金の額 ￥70,000- 

活動に要した経費の額 ￥70,927 

添付書類 

１ 会計報告 

（１）収支内訳書

（２）領収書

（３）その他

２ 事業報告
（１） 事業実績及び事業の成果

（２） 活動写真

（３）その他

申請者　住所
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事業実績報告① 

団 体 名 いぐさの赤い椅子

代 表 者 

・ 連 絡 先
(住所･Tel 等)

中川 圭珣

活 動 テ ー マ 赤い椅子活動を多世代へ展開 認知向上イベント企画

活 動 記 録

   年  月 
令和６年４月１日～令和７年３月３１日の活動内容を記入してください。 

R6.9.28 「パパとあそぼうスペシャル」 打ち合わせ

下井草こどもプラザ実行委員・赤い椅子スタッフ

R6.10.2「パパとあそぼうスペシャル」用ベンチキット作成準備 
組み立てキット 3 台分をカット 
完成見本ベンチ 1 台 

R6..10.12 中瀬中学 中瀬フェスタへ休み処として赤い椅子提供

R6.10.14 「パパとあそぼうスペシャル」用ベンチキット完成 
完成ベンチ（ペンキ塗り用） 2 台 
組み立て用ベンチ（木材カット済み）1 台 
完成見本ベンチ 1 台 

R6.10.20 「パパとあそぼうスペシャル」実施

参加者 大人 8 名 子供 8 名（親子は 5 組） 

R6.10.20 中瀬中学校ボランティア部 活動協力

校長先生と打ち合わせ

・ボランティア部の活動として赤い椅子活動を取り入れる

R6.12.4 「パパとあそぼうスペシャル」で作成したベンチを

赤い椅子スタッフで完成させて こどもプラザに納品
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事業実績報告② 団体名 いぐさの⾚い椅⼦

事 業 の成 果 こどもプラザの若 い世 代 へ赤 い椅 子 活 動 を普 及 できた

「パパとあそぼうスペシャル」 

こどもプラザとの協働イベントそして親⼦でベンチを作成する 

イベントを企画しました。

親⼦交流としてのイベントであり、地域で活動してきた

⾚い椅⼦を 若い世代にも認知してもらう位置づけのイベントでもありました。

当⽇は ⼦供がペンキを塗る為の⽩⽊のベンチを 2 台、

パパが組み⽴てられるようなベンチキットを⼀台。

⾒本として最終完成版のベンチを 1 台 準備しました。

当⽇は 5 組、総勢 16 名の参加がありました。

⼀⽇では完成できなかった分を、後⽇スタッフで完成し納品しました。

「中瀬中学校のボランティア部との活動協⼒」 

10 ⽉は学校⾏事が忙しかったことと、顧問の教頭先⽣の移動があったりして、 

打ち合わせばかりで実施に⾄っていません。 

学校の教室を使うか、作業場まで中学⽣に来て 

もらうのか など、詰めることが沢⼭あります。 

継続的な活動になるよう、今後も先⽣との打ち合わせを重ね、新学期を迎える 

ボランティア部と活動を開始できるよう準備中です。 
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事業実績報告③ 団体名 いぐさの⾚い椅⼦

今 後 の活 動 の予 定 と抱 負

 地域に赤い椅子が増えることが一番の抱負ですが、

今後は 共に作る喜びと、自分たちが作った椅子が地域に設置される

喜びと達成感を共有できる活動にしていきたいと思います。

児童館、学童保育などにも働きかけ、多世代が関われる活動を目指します。

また、中瀬中学校のボランティア部との活動協力が軌道に乗れば、

中学生から赤い椅子を身近に感じてもらえ、認知度がより広くなると

考えます。赤い椅子の作製・修理・設置場所の拡大など、

中学生の力と目線を活用して貰えることを期待しています。

「ゆうゆう館に設置されているベンチが朽ち果てているので赤い椅子に

交換したら？」とのお声がけを頂き 区と協議の結果 赤い椅子チームで

修理・管理をすることになりました。

地域の方の、赤い椅子への関心が少し根付いて来たなと感じる一幕でした。

高齢者が街に出やすくなるようにと始まった赤い椅子活動ですが、

高齢者のみならず、誰もが休める赤い椅子であり、

作る側も、モチベーションを感じられる活動であり続けることを目指します。
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収 ⽀ 内 訳 書 団体名  いぐさの⾚い椅⼦

【収⼊】 

費  目 金  額 備  考 

会  費 円 

まちづくり助成金 70.000 円 

その他 927 円 寄付 

合  計 70,927 円 

【⽀出】※（１）～（３）は必ず領収書を添付してください。

費 用     内 容     金 額     合計金額 

（１） 

学習活動費 

講師謝礼、 

学習会資料作成費、 

会場使用料など 

（２） 

広報活動費 

パンフレットや 

ニュース、報告書等

の作成費など

（３） 

事務運営 

・事業実施費

団体運営や事業実施に

必要な消耗品や備品の

購入費、郵送料など 

ベンチ用木材・キット②③⑦ 

ペンキ・仕上げ剤他①⑥ 

子供用軍手④ 

六角軸鉄工ドリル⑤ 

39,375 

10,212 

990 

20,350 

39,375 

10,212 

990 

20,350 

（４） 

その他 

※助成対象外経費

  合 計     70,927 

（１）学習活動費 ： 講師謝礼、学習会資料作成費、会場使用料など

（２）広報活動費 ： パンフレットやニュース、報告書等の作成費など

（３）事務運営 ： 団体運営や事業実施に必要な消耗品や備品の購入費、郵送料など 

・事業実施費

（４）その他 ： その他の支出（１）～（３）以外のもの 

※助成対象外経費
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びぎなーコース 
 

 

区⺠等が新しく取り組みを始めるまちづくりを対象 

 

「つながろう梅⾥堀ノ内の会」 

「IKAMO 応援隊」 

 

 

 



第７号様式（第 11 条関係） 

令和７年３月３１日 

杉並区長 宛

申請者 住所 

氏名 篠 秋光 

まちづくり助成活動実績報告書 

 令和６年６月２７日付で交付決定通知を受けたまちづくり助成金に係る 

活動の実績について、下記のとおり報告します。 

記 

団 体 名 つながろう梅里堀ノ内の会 

事  業 期  間 令和６年４月１日 ～ 令和７年３月３１日 

交付決定を受けた助成金の額 ３０，０００円 

活動に要した経費の額 ３３，０３１円 

添付書類 

１ 会計報告 

（１）収支内訳書

（２）領収書

（３）その他

２ 事業報告
（１） 事業実績及び事業の成果

（２） 活動写真

（３）その他
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事業実績報告① 

団 体 名 つながろう梅里堀ノ内の会 

代 表 者 

・ 連 絡 先 
(住所･Tel 等)

篠 秋光 

活 動 テ ー マ 

学生さんや地域の方など多世代の人がつながりを持ち、 

「もっと楽しくより健康的に」をテーマに居心地の良い 

居場所づくりを目指しています。 

2 か月に 1回、メンバーで集まり、地域懇談会を開催。 

地域での季節のイベントやスマホ相談会など企画を立て開催しま

す

活 動 記 録

   年  月 
令和６年４月１日～令和７年３月３１日の活動内容を記入してください。 

令和６年 

４月２２日 地域懇談会で 妙法寺をめぐる会 の企画検討 １１名 

６月１１日 妙法寺をめぐる会 を開催    （妙法寺） 

お堂見学と庭の紫陽花を観賞 ３２名 

６月１８日 地域懇談会で杉並区健康づくり応募を検討 ７名 

７月１６日 ちょこっとスマホ相談会開催  （セシオン杉並） ２８名 

９月２４日 地域懇談会で 交付金の使用検討 ９名 

１０月２６日 令和 6年度杉並区健康づくり に応募し優秀賞を受賞 

表彰式に参加 3名 

１２月１３日 ちょこっとスマホ相談会開催 （セシオン杉並） ３１名 

内 相談者 １３名 

１２月１４日 杉並ぐるるの取材をうける 

令和７年度 

１月１４日  地域懇談会でスマホ相談会反省と桜を楽しむ会企画を検討 

６名

１月３１日   東京立正高校にて生徒たちと桜を楽しむ会の運用を討議 

（さくらを楽しむ会 ワークショップ） 

生徒さん２８名 スタッフ６名 

３月１１日 地域懇談会 さくらを楽しむ会の参加賞に張るステッカー検討 

９名 

３月２４日 桜を楽しむ会 桜が咲いてないので東京立正高校講堂で開催した 

参加者  １９名 

生徒さん ２３名 

ハーモニカ応援隊 １２名

スタッフ １３名
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杉並区健康づくり表彰式（10⽉26⽇）

 妙法寺（お堂⾒学） 妙法寺（庭の紫陽花⾒学）

 夏のスマホ相談会   冬のスマホ相談会
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⽣徒⼿作り箸⽴てと
桜が咲いた時の鑑賞券

⾼校⽣が本気で考えた桃たっぷり⽢酒販売

参加賞

福島県地場産業で共同開発し、
福島の廃棄予定の桃を使った桃⽢酒

⽣徒たちの合唱 ハーモニカ応援隊

桜を楽しむ会（東京⽴正⾼等学校イノベーションコース1年⽣協⼒）
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事業実績報告② 団体名 つながろう梅里堀ノ内の会  

事 業 の成 果

・今年度も昨年度に引き続き、年 2回の季節イベントと年 2回の健康とスマホのちょこ

っと相談会、定期的な懇談会を実施した。イベントを行うにあたって、東京立正中学

校高等学校や、妙法寺、アライ電機産業、杉並社協にご協力をいただいた。

・健康とスマホのちょこっと相談会では、地域の方が１０～1３名の参加。東京立正の

中学生、高校生が 4～5名ボランティアで参加してくれた。参加者の中には、「この会

がもっと頻繁にあってほしい。生徒のみなさんが話しやすく相談しやすい雰囲気だっ

たのでまた来たい」などの感想をいただけた。今年度は、杉並社協のくらしのサポー

トステーションや地域福祉コーディネーターにも参加してもらい「福祉なんでも相

談」のブースを作り地域の方の相談もあった。

夏の相談会では助成金でセシオン杉並の集会室を利用できた。

冬の相談会では助成金でチラシ作成とセシオン杉並の集会室を利用できた。

・妙法寺をめぐる会は、30 名の方にご参加いただいた。妙法寺の方にお堂の中を説明

してもらいながら案内していただき、その後庭に咲いている紫陽花の見学を行った。

振り返りとしては、参加者に比べ当日のスタッフの人数が少なかったため、受付や移

動中の見守りの目が少なかったことが課題に挙がった。見守り体制や参加人数などを

検討し、来年度に活かしたい。

６月の開催であったため、助成金の活用は間に合わなかった。

・さくらを楽しむ会は、今年度も東京立正イノベーションコース高校 1年生の協力をい

ただき実施。先行して東京立正高校でワークショップを行い、生徒さんたちとイベン

トの準備を行った。

・3 月 24 日当日は桜が５輪くらいしか咲いておらず、東京立正高校の講堂にて開催す

ることとなった。

司会進行は生徒さんが受け持ち、生徒たちが練習してきた出し物を披露した。

1人ダンス、生徒全員の合唱、弾き語り、イノベーションコースの説明と桃の白酒製

作についてと桜を楽しむ会への参加できたことへの謝辞。

続いてスタッフからハーモニカ応援隊紹介が行われた

松の木、浜田山のハーモニカ教室の面々である。ハーモニカについて伴奏もできるな

どの説明の後４曲の演奏が始まり、手拍子からだんだん歌声が聞こえてきて盛り上が

ってきた（曲目はビューティフルサンデ―、昴、山小屋の灯、コンドルは飛んで行く）。 

生徒手作りの箸立てと桜が咲いた時の鑑賞券を生徒さんが配り、桃の白酒販売案内で

無事終了した。

・まちづくり助成金により、イベントのチラシ、会場代、保険料、参加賞を用意するこ

とができ、よりイベントが活発になり地域交流を促進することが出来た。
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事業実績報告③ 団体名  つながろう梅⾥堀ノ内の会

今 後 の活 動 の予 定 と抱 負

・来年度も引き続き、多世代交流や居心地の良い居場所づくりを目指し活動を行って

いく。

・年 2回の季節イベント、年 2回の健康とスマホ相談会は、関係機関の協力をいただき、

継続の予定。 

・イベントの内容は、地域の方の声や提案を聞きながら、さらにより良い会になるよう

にスタッフや協力機関で相談していきたい。
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収 ⽀ 内 訳 書 団体名 つながろう梅⾥堀ノ内の会

【収⼊】 

費  目 金  額 備  考 

会  費 円 

まちづくり助成金 ３０，０００円 

その他 ３，０３１円 寄付金から充当 

合  計 ３３，０３１円 

【⽀出】※（１）～（３）は必ず領収書を添付してください。

費 用     内 容     金 額     合計金額 

（１） 

学習活動費 

講師謝礼、 

学習会資料作成費、 

会場使用料など 

会場使用料 ５，４００円 ５，４００円 

（２） 

広報活動費 

パンフレットや 

ニュース、報告書等

の作成費など

チラシ印刷費

スマホ相談会

さくらを楽しむ会

ステッカー作成費

３，２３４円 

２，６２７円 

２，７４８円 

８，６０９円 

（３） 

事務運営 

・事業実施費

団体運営や事業実施に

必要な消耗品や備品の

購入費、郵送料など 

チラシ スマホ振込手数料

チラシ さくらを振込手数料

ステッカー 振込手数料

行事保険 ４０名

保険振込手数料

どんまい福祉工房製参加賞

郵送料 １１０×３１人

３８０円 

８８０円 

８８０円 

１，３２０円 

１５２円 

１２，０００円 

３，４１０円 

１９，０２２円 

（４） 

その他 

※助成対象外経費

  合 計    ３３，０３１円 

（１）学習活動費 ： 講師謝礼、学習会資料作成費、会場使用料など

（２）広報活動費 ： パンフレットやニュース、報告書等の作成費など

（３）事務運営 ： 団体運営や事業実施に必要な消耗品や備品の購入費、郵送料など 

・事業実施費

（４）その他 ： その他の支出（１）～（３）以外のもの 

※助成対象外経費
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妙法 をめくス ▲U=
ヽ

゛
ヽ

～紫陽花の季節に～
|  |●

妙法寺の僧侶に、お堂の中を案内していただきます :

じめじめした梅雨の季節ですか、妙法寺の荘厳な仏像や建物

を見て、学んで、楽 しいひと時を過ごしませんか ?

日時:6月■1日 (火 )
13日寺30分～ 151寺頃
お堂の中を見学 (約 60分 )

お庭の紫陽花の見学 (約 15分 )
｀
■F、 :ヽ‐`
お
ゞ

集合場所 :

定 員 :

申し込み

 ヽ     ｀:

ヾヾご1鑢:熱蝉‐

※会場内に段差などがあるため、不慮の怪我等に備えて行事保険に加入 します.

妙法寺 無料休憩所

30名  参加無料
ケ724梅里 きで

つながろう梅里堀ノ内の会

ヾ

せるまちにするために、
ています_ご質問やご

このイヘン トは梅壇 .赤 ノ内毛域を もつと楽 しく、より1建康詞に_
近隣住民の方、民生委員、あん しん協力員、ケア21荘翌が協力 して企

意見、地域づくりのアイデア筆がありましたら、
~I記
までご連■下さ

ヽ
つ

卜
）

暮

Ξ

い
■

0 ● ● ケア24梅里 (担芦:小林・青山)
●5929-'924
梅里 ||-7-,7K&ilビ fL5階

 ヽ ●

′ ●

お問い合わせ|き

●
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Ｆ
Ｅ
』

Ｌ
口Ｆ
ｌ
” スマ

生I)(斗

血圧、握力の測定
体組成計を使つて

筋肉量、骨量を測定

参加費
100円

操作方法などデジタルサ

ポータニ・ に相談できます。

くらサポ
12

出張相談

無料

健康相談 スマホ相談
家族がひきこもっている

仕事がみつからず家賃が払え

ない など

IK l 東京立正中学高等学校の生徒こヽん、地域住民の方によるボランティアです

※2「くらしのサホートステ~ンヨン」経済的な困りことに合わせて、生活上のさま
さまな不安や言実題を六目談できる窓口てす

日時 :令和6年7■ 16日 (火 ) 予約不要

'3時
30分～ 75時30分

場所 :セシオン杉並 3階 第607集会室
(梅里,一 Z2.-32)

_のイヘントは柚里・堀ノ内地域・́ もつと楽しく、―「り′

内の会.東京立T暉 学高筆堂校 .アラノt`吉産美1失
(1:康的に」暮らせるまちにするために、つなかろう梅里・堀ノ

式会社、ケア2・ 111里かす力して企直しています

こ貢 P月 ,こ 意見 .ァィテ¬ア事ろに■ttら 、下記■'こ 逗■|(たさしヽ

つながろう梅里堀ノ内の会

事務局 :ケア24梅里 富5929-1924
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つながろう梅里堀ノ内の会
事務局：ケア２４梅里 ☎５９２９－１９２４

ちょこっと相談会
健康 スマホと の

日時：令和６年12月13日（金）
１３時３０分～１５時３０分

場所：セシオン杉並 3階 第６・７集会室
（梅里１－２２－３２）

※２

※１

※１ 東京立正中学高等学校の生徒さん、地域住民の方によるボランティアです。
※２ 地域福祉コーディネーターとは「どこに相談したらいいか分からない・・・」など

の相談を受け止め、解決に向けて一緒に考える専門職です。

健康相談

血圧、握力の測定
体組成計を使って
筋肉量、骨量を測定

スマホ相談

操作方法などデジタルサ
ポーター に相談できます。

福祉なんでも
相談

社会福祉協議会の地域福祉
コーディネーター が、暮らし
のお困りごとについてお話を伺
います。

このイベントは梅里・堀ノ内地域を「もっと楽しく、より健康的に」暮らせるまちにするために、つながろう梅里・堀ノ
内の会、東京立正中学高等学校、アライ電機産業株式会社、ケア２４梅里が協力して企画しています。
ご質問やご意見、アイディア等ありましたら、下記までご連絡ください。

※１

予約不要

※２
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お申し込み・お問い合わせは・・・

ケア２４梅里 ☎５９２９－１９２４

【主催】つながろう梅里堀ノ内の会
【協力】東京立正中学校・高等学校

松ノ木ハーモニカ教室・浜田山ハーモニカ教室
ケア24梅里

みなさんで楽しい時間を過ごしましょう♪

日 時：令和７年３月2４日(月）
13時30分～15時00分

受 付 ：13時15分から

場 所 ： 東京立正中学校・高等学校

（杉並区堀ノ内２－４１－５）

定 員 ： ４０名(先着申し込み順）

参加費 ： 無料

申し込み ： ケア２４梅里 まで
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第７号様式（第 11 条関係） 

令和７年３月３１日 

杉並区長 宛

申請者 住所 

氏名 杉山美知子

まちづくり助成活動実績報告書 

 令和６年６月２７日付で交付決定通知を受けたまちづくり助成金に係る 

活動の実績について、下記のとおり報告します。 

記 

団 体 名 IKAMO 応援隊 

事  業 期  間 令和６年４月１日 ～ 令和７年３月３１日 

交付決定を受けた助成金の額 ３０，０００円 

活動に要した経費の額 ４２，１４９円 

添付書類 

１ 会計報告 

（１）収支内訳書

（２）領収書

（３）その他（チラシ、PR 用名刺）

２ 事業報告
（１） 事業実績及び事業の成果

（２） 活動写真

（３）その他
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事業実績報告① 

団 体 名 IKAMO 応援隊 

代 表 者 

・ 連 絡 先
(住所･Tel 等)

杉山 美知子

活 動 テ ー マ 地域の人々の交流と住民同士の顔が見える地域づくり

活 動 記 録

   年  月 
令和６年４月１日～令和７年３月３１日 

【令和６年】 ＊は、演奏会など
４月 30 日（火） IKAMO 応援隊設立 

＊５月 21 日（火） 歌と踊り（ケアハウス今川桃井） 【写真 1】 
23 日（木） 年間行事予定及び演奏会場探し及び 6/5 の確認（西荻区セ） 

＊６月１日（土） よし笛ミニコンサート（マリリン） 【写真 2】 
５日（水） 『第２回うた Café』打合せ・5/21『歌と踊り』の報告（西荻区民セ） 

＊７月６日（土） 『第２回うた Café』（石橋亭）チラシ添付 【写真 3】 
11 日（木） ゆうゆう桃井館に団体登録、演奏場所開拓状況（ゆうゆう桃井館） 

＊   25 日（木） 思い出ボード作り （ケアハウス今川桃井） 
＊ 27 日（土） 暑い夏を乗り切る演奏会 （マリリン） 【写真 4】 

８月 22 日（木） 下半期の行事打合せ（ゆうゆう桃井館） 

＊９月 17 日（火） ウクレレ・フラダンス （ケアハウス今川桃井） 【写真 5】 
＊    21 日（土） よし笛とギター （ マリリン）

26 日（木） 秋の演奏会日程及び内容確認（ゆうゆう桃井館）

＊10 月 12 日（土） フミのながし （マリリン）

24 日（木） 各自の活動報告及び演奏会確認（ゆうゆう桃井館） 

＊11 月 23 日（土） 町内会作品展で演奏 （西荻地域区民センター）  【写真 6】 
＊    27 日（水） バイオリンコンサート （石橋亭） チラシ添付 【写真 7】 

28 日（木）  各自の活動報告及び演奏会確認（ゆうゆう桃井館）

＊12 月１日（日） 第２回フミのながし（女子会） （さつき） 
＊     ６日（金） 出張演奏 （Pico ナーサリー） 【写真 8】 
【令和７年】

１月 23 日（木）  １～３月の活動確認（ゆうゆう桃井館）

＊２月 15 日（土） 合唱（中大杉並高校合唱部） （ケアハウス今川桃井）

＊  25 日（火） よし笛と瓢箪笛 （マリリン）

 27 日（木） 打合せ（ゆうゆう桃井館）

＊３月８日（土） 春の音楽祭“音楽アラカルト” （杉並中通教会）

＊  ９日（日） 出張演奏  （熟柿亭）

27 日（木）   打合せ（ゆうゆう桃井館）
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事業実績報告①（つづき） 

【写真 1】 【写真 5】 

  【写真 3】 【写真 2】 

【写真 4】 【写真 6】 

   【写真 7】 【写真 8】 
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事業実績報告② 団体名    IKAMO 応援隊

事 業 の成 果

令和６年活動⽬標→実績→今後 
１． ⾳楽を通して地域の皆さんをつなぐイベント（うた Café）開催 

→第 2 回うた Café を開催した(7/6)

→課題があり再開を⽬指して検討中（課題︓選曲、歌詞カード、進⾏⽅法など）

２． 地域の介護施設への慰問（ボランティア） 

→４回実施（5/21,7/25,9/17,2/15）

→それぞれ楽しいイベントで⼤いに喜んで頂いた→今後も実施予定

３． 地域で楽しめる⾳楽を企画・運営する 

→演奏楽器（ギター２名、よし笛、瓢箪笛、ハープ）と仲間が増え、それぞれ単独またはコラボ

して演奏会(6/1,7/27,9/21,10/12,11/23,12/1,12/6,3/8,3/9) 

→仲間を増やしながら地域の皆さんを繋ぐ⾳楽を⽬指す

４． 親⼦で参加できる催しの企画・運営 

→IKAMO 地域応援ソングをラップで作ったが、１度発表しただけだった

→来年度は、親⼦に対するアプローチをしっかり考える

５． 町内会の催しへの参加・応援（11/23） 

→１つの町内会作品展でハープとよし笛が演奏

→IKAMO 地域には町内会がいくつかあるので他町内会へのアプローチが課題

６． まち歩きディープマップ作製（地域限定） 

→⼿がまわらなかった

→皆で考え直して⼤勢の⼈に関わってもらうのが課題

上記活動⽬標を達成するため地域の店舗・施設で演奏させて貰える場所を皆で当たっ

た。 

断られた理由として 
➀OK を出すと他からも頼まれるので最初から貸さない。

②⼤規模マンションは、マンション内の⾃治会としてマンション住⺠以外の催しはしない。

③コロナ・伝染病などの恐れがあり、時期ではない。

その中で地域の施設（教会は、３⽉から使⽤可能。井草会館も使⽤許可に向けて前向きに検討中。観泉

寺は、これから当たる） 
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事業実績報告③ 団体名  IKAMO 応援隊

今 後 の活 動 の予 定 と抱 負

地域内交流と地域の活性化を目指す

① 住民のニーズに応えたい

→色々な世代のニーズを調査

→各世代の協力者を発掘

② 楽しく明るい希望溢れるイベントを企画

→朗読×音楽など新メンバー発掘・新企画に挑戦

③ 地域内町内会へのアプローチ

→協力して頂いている町内会から各町内会長を紹介して頂く

④ まち歩きディープマップ作成

→幅広い世代で作成できるようもう一工夫必要

⑤ 『すぎなみフェスタ』で参加者全員の大合唱を通して地域で連帯感を共有し盛り上

げる
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収 ⽀ 内 訳 書 団体名   IKAMO 応援隊

【収⼊】 

費  目 金  額 備  考 

会  費 １２，０００円 ２，０００×６＝１２，０００ 

まちづくり助成金 ３０，０００円 

その他 １４９円 寄付 

合 計 ４２，１４９円 

【⽀出】※（１）～（３）は必ず領収書を添付してください。

費 用     内 容     金 額     合計金額 

（１） 

学習活動費 

講師謝礼、 

学習会資料作成費、 

会場使用料など 

会場使用料 

講師謝礼・演奏料 

１４，２００ 

１４，０１８ 

２８，２１８ 

（２） 

広報活動費 

パンフレットや 

ニュース、報告書等

の作成費など

チラシ・PR 用名刺印刷及びコピー １３，９３１ 

１３，９３１ 

（３） 

事務運営 

・事業実施費

団体運営や事業実施に

必要な消耗品や備品の

購入費、郵送料など 

（４） 

その他 

※助成対象外経費

  合 計        ４２，１４９ 

（１）学習活動費 ： 講師謝礼、学習会資料作成費、会場使用料など

（２）広報活動費 ： パンフレットやニュース、報告書等の作成費など

（３）事務運営 ： 団体運営や事業実施に必要な消耗品や備品の購入費、郵送料など 

・事業実施費

（４）その他 ： その他の支出（１）～（３）以外のもの 

※助成対象外経費
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令和６年度 まちづくり助成活動実績報告書 登録印刷物番号
令和６年度版
令和７年３⽉発⾏
編集・発⾏ 杉並区都市整備部管理課
〒166－8570 杉並区阿佐⾕南⼀丁⽬15番1号

TEL （03）3312－2111（代）
☆杉並区のホームページでご覧になれます。https://www.city.suginami.tokyo.jp
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